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試合番号 ： 170 試合会場 ： サントリー箕面トレーニングセンター体育館 観客数 ： 0

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:54 試合時間 ： 01:54 主審： 江下　毅 副審： 村中　伸

サントリーサンバーズ 通
算

20 勝 2 敗

3

25 第1セット 19

1

東レアローズ 通
算

10 勝 11 敗

ポイント： 56 ポイント： 27

監
督
コ
メ
ン
ト

　第2セットは、パダル選手のパフォーマンスが素晴らしくなかなか対応
することができませんでしたが、第3，第4セットと徐々に対応が良くなっ
ていったことが勝利につながったと思います。
　今日は全選手が自分の持ち味を存分に発揮してくれたと思います。ホー
ムでの最後の試合を勝利で飾ることができ非常に満足しています。
　まだまだ試合が続きますので、来週の試合に向けてまた準備をしていき
たいと思います。
　本日もご声援有難うございました。

20 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合も悔しい敗戦となってしまいました。
　サントリーの強さは攻撃面だけでなく、守備面でもしっかりとしている
ところにあると思います。
　我々も粘りをかかげているチームですので、来週に向けてしっかりと作
り直していきたいと思います。
　2日間、リモートマッチでしたが応援有難うございました。

25 第３セット 19

25 第４セット 22

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　連勝中のサントリーサンバーズと、連敗は避けたい東レアローズとの一戦。
　第１セット、序盤から東レ・パダルとサントリー・柳田の強力なアタックで打ち合いとなったが、サントリーがムセルスキーの３連続サービスエースで勢いに乗り、このセットを取った。
　第２セットも、前のセット同様一進一退の攻防が続いた。セット終盤、東レは鈴木のサービスエース、パダルのアタックで抜け出すと、最後は高橋のブロックが決まりこのセットを取り返した。
　第３セット、サントリーはムセルスキーの強力なアタックが随所で炸裂し、このセットを奪い返した。東レはパダル、小澤のアタックで反撃するもサントリーの勢いを止めることができなかった。
　第４セット、サントリーは、藤中のアタックやブロック、柳田のアタックでリードを奪い、優位に試合を進めた。一方の東レは、パダル、富田のアタック、李のサービスエースで追いすがるもサントリー
に追いつくことができなかった。
　サントリーは本拠地箕面で12連勝を果たし、首位を独走することとなった。

試合番号 ： 172 試合会場 ： ユメックスアリーナ（塩尻市総合体育館） 観客数 ： 490

開始時間 ： 15:00 終了時間 ： 16:26 試合時間 ： 01:26 主審： 原　啓之 副審： 澤　達大

VC長野トライデンツ 通
算

3 勝 21 敗

0

26 第１セット 28

3

堺ブレイザーズ 通
算

13 勝 11 敗

ポイント： 12 ポイント： 38

監
督
コ
メ
ン
ト

　選手全体で気持ちを出し、ディフェンスからリズムを作っていくことを
意識しました。１セット目スタートから非常に良い形でゲームを運ぶこと
ができましたが、終盤で取りきることができすに、そのままストレート負
けとなってしまいました。しっかりとこの結果を受け止め、来週のゲーム
に全力で挑みたいと思います。
　２日間のホームゲームにおいて熱い応援ありがとうございました。

17 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合のポイントはなんといっても１セット目、６点ビハインドを
逆転した事です。
　出耒田に交代して山崎を投入したことで、難しい状況を変えることが出
来ました。
　鵜野も終始安定した決定率で、また山本のパスも非常に良かった。
　相手VC長野はリヴァンが良かったが、チーム力で勝利することが出来た
と思います。
　今週も熱い応援ありがとうございました。来週も引き続き、勝利を目指
して戦います。

19 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲームで勝利を飾りたいVC長野トライデンツと、更に上位を狙いたい堺ブレイザーズの対戦。
　第１セット、中村のサーブからリヴァン、戸嵜のスパイクでVC長野が最大６点リードする。堺も松本のサーブから詰め寄り追いすがる。チャレンジ成功から堺が追いつき、デュースにもつれ込んだが、最
後はVC長野のスパイクがアウトになり堺が先取した。
　第２セット、堺は松本のクイックで１点目を取ると、ブロックとスパイクで５－０までリードを広げる。中盤からは一進一退の攻防が続くが、堺はセッター関田の相手に的を絞らせない組み立てや効果的
なブロックが出て、セットを連取した。
　第３セット、序盤は互いに拮抗し締まった展開からスタートする。堺は松本のサーブから相手を崩して点差を広げる。VC長野もサーブで相手を崩すが堺はうまくつなぎ連続失点を許さない。その後も多彩
な攻撃やブロックを決めた堺に対しVC長野もリヴァン、戸嵜の攻撃で抵抗するが、関田と交代した竹元がベンチの期待通りにブロックを決め、VC長野・リヴァンがサービスエースを決めるも及ばず、堺が３
セットを連取した。

試合番号 ： 176 試合会場 ： 広島グリーンアリーナ（広島県立総合体育館） 観客数 ： 980

開始時間 ： 11:45 終了時間 ： 13:08 試合時間 ： 01:23 主審： 山本　和良 副審： グレッグ　ルーオー

JTサンダーズ広島 通
算

12 勝 12 敗

3

25 第１セット 21

0

大分三好ヴァイセアドラー 通
算

2 勝 22 敗

ポイント： 38 ポイント： 9

監
督
コ
メ
ン
ト

　本日も沢山の方が、広島グリーンアリーナに足を運んで、ご声援を頂き
ありがとうございました。
　スタートから少し堅かったのですが、選手１人１人が自分の役割をしっ
かり果たしてくれたと思います。
　連勝できたことを今後の試合に繋げていきたいと思います。
　引き続きご声援よろしくお願いします。

25 第２セット 19
監
督
コ
メ
ン
ト

　JT広島のエドガーのサーブで崩される展開が多く、そこでの連続失点が
響きました。
　その中でも粘り強く戦いましたが、終盤に点を取る場面が、ミスで終わ
った部分は悔やまれます。
　次週のホームゲームに向けてしっかり修正し、上位に挑んでいきたいと
思います。
　本日も応援ありがとうございました。

25 第３セット 22

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　昨日の勢いのままホームゲームでの連勝を飾りたいJTサンダーズ広島と、巻き返しを図りたい大分三好ヴァイセアドラーの一戦。
　第１セット、JT広島のエドガーが強烈なアタックを決めると、すぐに大分三好もストックトンが強烈なサーブやアタックで応戦する。中盤にJT広島の小野寺が高いブロックを活かして、新井が技のあるコ
ースを狙ったアタックを決めて引きはなしていく。大分三好は、セッター藤岡の速いトスワークに大西のアタック、林のブロックで粘りを見せるが及ばず、優位にゲームを進めたJT広島が先取した。
　第２セット、序盤にJT広島が、小野寺のブロックで得点を重ねると、セッター深津の相手ブロックを翻弄させるトスワークで、リードを大きく広げた。大分三好は、セッター藤岡がストックトンにボール
を集めて粘りを見せるが、最後はJT広島のルーキー坂下が強烈なアタックを決めて連取した。
　第３セット、後がない大分三好は立ち上がりストックトン、山田の強烈なサーブでリードを広げた。すぐにJT広島も新井、エドガーのアタックや小野寺のブロックで応戦して譲らない。中盤に新井の高い
角度からのアタックやエドガーのサービスエースでリードを広げる。さらに新井のバックアタックや山本のサービスエースで、JT広島は得点を重ねていく。大分三好は、リベロ久保田の好レシーブからセッ
ター藤岡が、速いトスワークで山田、ストックトン、大西がアタックを決めて粘りを見せたが、最後はJT広島のエドガーが強烈なアタックを決めて、ホームゲームを連勝で飾った。

試合番号 ： 179 試合会場 ： ユメックスアリーナ（塩尻市総合体育館） 観客数 ： 0

開始時間 ： 11:00 終了時間 ： 12:52 試合時間 ： 01:52 主審： 高橋　宏明 副審： 服部　篤史

FC東京 通
算

6 勝 17 敗

1

23 第１セット 25

3

パナソニックパンサーズ 通
算

18 勝 6 敗

ポイント： 22 ポイント： 53

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日よりアグレッシブにプレーができたが、力およばず敗戦を喫してし
まった。さらなるアタック面の改善をして、次週勝利を目指して準備を進
めます。
　本日も応援ありがとうございました。

25 第２セット 22
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日よりFC東京はプレーを上げてきて、いい試合でした。特にディフェ
ンスが良くて苦労する場面もありましたが大事な試合を勝ててよかったで
す。今日の勝利はチーム全員でとりにいったと思います。
　来週のホームゲームで皆様にお会いできることを楽しみにしています。

20 第３セット 25

19 第４セット 25

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　連勝でランキングを上げたいパナソニックパンサーズと、昨日ストレート負けをし一矢報いたいFC東京。
　第１セット、序盤から１点を取り合う展開。パナソニックは、清水を中心に攻撃を組み立てるが、中盤FC東京は長友を中心に５連続ポイントし、逆転。最後までもつれた展開になる。長友にボールを集め
追いすがるFC東京をパナソニックの久原がシャットアウトし、セットポイントを奪うとそのままセットを取った。
　第２セット、序盤FC東京は１点を追う展開になる。パナソニックはクビアクの強打でFC東京を突き放そうとするが、FC東京は、迫田、佐藤のアタックで対抗。中盤、相手の強打をリベロ古賀がナイスレシ
ーブしたのをきっかけに、長友を中心に４連続得点で18－17と逆転。一方のパナソニックは、山内と大竹の高さのあるスパイクで対抗するが、クビアクのスパイクをリリーフブロッカーとして出場したFC東
京・プレモビッチがブロックし、FC東京がこのセットを取った。
　第３セット、パナソニックは、序盤から猛攻を仕掛けるが、FC東京は長友、佐藤のアタックで対抗。点差は開かない。パナソニックは中盤、久原と大竹のアタックでFC東京を突き放し、終盤は深津がトス
を振り分け、そのままの勢いでこのセットを取り返えす。
　第４セット、パナソニックは、クビアク、大竹、山内の高さのある攻撃で試合を進める。FC東京は、全員で攻撃を仕掛け、チーム力でゲームに臨むが、パナソニックは13－12で清水、新を投入。その清水
がポイントを重ね、栗山、小田嶋のセンター攻撃で粘るFC東京を振り切り、３－１で勝利した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


